






要約:食指導を中心とする健康教育、齲蝕の予防処置ならびに最小限の治療を 1つのシステ

ムとして機能させた乳幼児歯科保健総合計画を昭和 59 年より沖縄県離島の一地域におい

て実施してきた。開始後 4年余をへて、ようやく低年齢児においては集団平均としても齲

蝕抑制効果が認められはじめ、また個人においては齲触罹患の低い子と高い子が分極化す

る傾向が現れ始めた。このように,本試行活動は、現在その効果を齲蝕の抑制を指標として

確認できるまでに至った。 


